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取組事業の整理：網計画の事業は全て着手・実施 

評価指標の整理：１７の評価指標のうち、７指標で目標達成、１０指標で目標未達成 

５．大分市の公共交通に関する課題 

本市の公共交通の現状や特徴を踏まえ、｢大分市にとって望ましい公共交通のすがた｣の実現に

向けた課題は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本市公共交通ネットワークを維持するためには公共交通利用者の確保は、必要不可欠。 

＜都市活動を支える持続可能な公共交通網の形成のあり方＞ 

●都市拠点と地区拠点の移動が多いため、幹線軸の維持は非常に重要。 

●市域の公共交通ネットワーク維持において、既存公共交通（鉄道・バス・タクシー・フェリ

ー）の連携を図り、効率的なネットワークの検討が必要。 

●昼の時間帯については、公共交通利用者の確保に努めるとともに、公共交通サービスとの需

給バランスの調査・検討が必要。 

本市公共交通ネットワークを維持するためには公共交通利用者の確保は必要不可欠。 

＜日常生活の移動（おでかけ）を支える公共交通のあり方＞ 
●運転免許返納者が増加し、今後、公共交通が果たす役割が重要になる一方で、交通事業者
を取り巻く環境は厳しい。 

●循環型バスやデマンド交通などの効果的な運行を行うとともに、取組事業の連携の強化が
必要。 

 
＜まち（拠点）のにぎわいを創出する公共交通のあり方＞ 
●地域内の循環、デマンド型交通など各地域の特性にあった交通モードの検討が必要。 

 
＜都市活動を支える持続可能な公共交通網の形成のあり方＞ 
●都市拠点と地区拠点の移動が多いため、幹線軸の維持は非常に重要。 

●市域の公共交通ネットワーク維持において、既存公共交通（鉄道・バス・タクシー・フェ
リー）の連携を図り、効率的なネットワークの検討が必要。 

●昼の時間帯については、公共交通利用者の確保に努めるとともに、公共交通サービスとの
需給バランスの調査・検討が必要。 

 
＜すべての人にやさしく利便性のある公共交通サービスのあり方＞  
 ●モビリティのバリアフリー化の促進や積極的な情報発信など、だれでも利用しやすい環

境の整備が必要。 

 ●リアルタイム混雑状況や自動運転技術など、先端技術を活用した取組を強化するととも
に、取組事業の連携を図り、市域の交通ネットワーク全体として整理が必要。 

公共交通を取り巻く課題 

■地域まちづくりビジョン 

・市内１３地域において、移動ニーズや地区内の循

環型交通の要望等があることを把握 
 
■交通事業者意見（ヒアリング） 

・事業者の現状や将来の意向等を把握 
 
■市民アンケート調査 

・外出時の移動手段は自家用車が８割以上 

・新型コロナウイルス感染症により回答者の８割が

「外出頻度が減少」と回答し、コロナ後に「外出が

戻る」又は「増える」と回答したのは７割 

■パーソントリップ調査 

・大分都市圏における人の動きを把握 

■大分市の現況 

・路線バス・鉄道のサービス縮減 

・鉄道、路線バス、タクシー、フェリー利用者の減少 

・運転手不足、二種免許保有者の減少 

・免許返納者の増加 
 
■社会情勢・社会的潮流 

・地域公共交通活性化再生法の改正 

・新型コロナウイルス感染症による公共交通事業者

等への影響 

・SDGｓ、カーボンニュートラル 

・混雑情報の提供やMaaSの普及促進 

■人口流動統計調査（携帯電話の位置情報を活用） 

・実移動人口やその分布状況を把握 

都市拠点（大分）を中心とした放射状の幹線軸は必要 

これまでの大分市の地域公共交通の取組の検証（大分市地域公共交通網形成計画の総括） 


